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１．特別支援教育におけるキャリア教育

　障害のある子どもや天才児などの特別な（exceptional）
人のための教育を改善することを目指した大規模な国
際的な専門家によるNPO組織であるThe Council 

Exceptional Childrenでは，「キャリア教育」について，
有意義で満足できる仕事生活（work life）を送るため
の学習を通じた経験全体であるとし，仕事（work）と
は，自分かつ／または他者のために利益を生み出すた
めの意識的な努力であり，さらに，キャリア教育は学
校の教育内容全体，さらにはそれを超えてさえ，浸透
させるべきものであるとしている（Brolin, 1997）1）。国
立特別支援教育総合研究所（2010）2）では，平成20・
21年度「知的障害教育におけるキャリア教育のあり方
に関する研究」において，この考え方を受けて「働く
こと」を就労だけに限定せず，家庭生活や地域生活に
おいて「何かをすることによって人に認められ，人の
役に立つこと」と広義に捉えている。次いで，狭義の
キャリア教育として，後期中等教育または成人サービ
ス機関，雇用された最初の数年間までの機関において，
職業教育，進路指導や自己決定，生活・余暇・QOLの
向上ににかかわる指導・支援を行う場合を「移行教育」，
最も狭義のキャリア教育として，職業準備教育・特定
の職種に関わる技能や知識の習得をする「職業教育」
を挙げている。そして，広義，狭義，最も狭義のキャ
リア教育がそれぞれ補完しあうことで，さらにキャリア
教育の研究や実践が深化していくと指摘している（国
立特別支援教育総合研究所，2011）3）。

　このようなキャリア教育における国際的背景を踏ま
えながら国立特別支援教育総合研究所（2011）3）では，
「キャリアプラニング・マトリックス」を作成し，各
学部における 4能力領域（「人間関係形成能力」，「情
報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」）に基
づくキャリア発達段階をまとめ，指導内容と形態をま
とめ，実践モデルを提案した。研究モデル事業による
教育実践の成果において，指導内容・指導方法の一貫
性，教員間における共通理解，そうした様々なツール
を用いることの有用性は検証されたが，児童生徒の個
人差には注目されておらず，その具体的な対応や方策
について言及が少ない。児童生徒の多様性により，
キャリア支援においても個に応じた指導・支援とその
方策が求められている。

２．�発達障害・知的障害のある児童生徒の自己理解を

育むキャリア教育における授業プログラム

　自己理解には知的発達の程度が影響を及ぼす。しか
し，知的障害児の自己理解は，単純に生活年齢や精神
年齢のどちらかに規定されるのではなく，相互に影響
する可能性がある（小島，2010）4）。知的障害のある
人の自己概念の形成は，知的障害のある人に対する生
きる力の教育において無視されることなく，その重要
性を多くの研究が指摘している（大山・今野，20025）；
原・内海・緒方，20026）；小島，20077））。そして，自
己理解とは自分自身を様々な面から確認し，客観視で
きるようになることであり，自分の強みや弱いところ
を確かめることは，適切なキャリア選択につながると
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考えられる。小島（2014）8）は渡辺（2013）9）による
キャリアという語がもつ 3つの観点（「個別性」，「空
間的広がり」，「時間的経過」）を参考に，8つの領域
にわたる自己理解の支援のための授業プログラムを試
みた。その 8つの領域とは，①感覚を通しての自己へ
の気づき，②自分の良さへの気づき，③多様な自己へ
の気づき，④過去または未来の自分からの自己理解，
⑤理想自己の形成，⑥他者との関わりを通して深める
自己理解，⑦先輩，理想の人から自分を見つめる，⑧
進路学習・実習を通しての自己理解で構成されてい
る。この授業プログラムはライフキャリアを基盤とし
具体的なプログラムで構成され，それぞれの自己理解
の発達の領域を確認しながら実践することができる。
一方で，誰がいつどこで実践するのかについては明記
されていない。このようなことを具体的かつ実際的に
明示することが，今後のキャリア支援をより具現化し
ていくものと考える。

３．生徒指導・キャリア教育

　特別支援学校の小学部・中学部学習指導要領（2009）
10）において，指導計画の作成にあたって配慮すべき
事項として中学部における「ガイダンス機能の充実」
が明記されており，児童生徒の進路計画の重要性につ
いて示されている。平成31年 2 月に公示された特別
支援学校高等部学習指導要領 11）では「職業」教科の
指導計画の作成に当たって配慮すべき事項に関して，
生徒一人一人のキャリア発達を促していくことを踏ま
え，発達の段階に応じて望ましい勤労観や職業観を育
むとともに，自己に対する理解を深め，自らの生き方
を考えて進路を主体的に選択することができるよう，
将来の生き方等についても扱うなど，組織的かつ計画
的に指導を行うことが挙げられている。また，学習指
導要領の中に，キャリアカウンセリングが明記される
ようになったことを受けて，従来おこなわれていた進
路指導（相談）から，受容的，循環的，開発的な進路
指導を行うことにより，主体的な進路選択能力に基づ
いた進路の選択と決定を可能にすることをねらいとし
ている。宮城（2002）12）によれば，キャリア教育の
すべてのプロセスにおいて，キャリアカウンセリング
を行うことが重要であると指摘している。キャリアカ
ウンセリングには集団を対象とした形態と，個々の生
徒のニーズに応じてその都度行う形態といった様々な
ものがある。障害のある生徒の場合，支援ニーズが多
様であり，個別指導・支援が欠かせない形態であり，
かつ有効であると考えられる。

４．個別のキャリアガイダンスの有効性について

　知的障害特別支援学校の高等部では軽度知的障害の
ある生徒が増え続けており，加えて，支援ニーズの多
様性・複雑さへの対応が難しくなっている。 特に，小
中学校の通常学級を経由している者が多く，障害受容
の難しさや様々な学校不適応などが課題とされている
（国立特別支援教育総合研究所，2012）13）。仲野ら
（2018）14）は関東地域の高等学校と全国の知的障害特
別支援学校（高等部）の養護教諭を対象に，心と行動
の不調を抱える生徒とその問題，スクールカウンセ
ラーの配置状況に関する実態調査を行った。その結果，
知的障害特別支援学校高等部では，「不登校・登校し
ぶり」「心気的訴え」を示す生徒らが在籍する学校が
70%を超えていたが，スクールカウンセラーの配置率
は，高等学校が 8割程だったのに比べ，特別支援学校
高等部は 3割程であったことが報告されている。
　就労に向けた学校全体のキャリア教育は，カリキュ
ラム開発やユニークなプログラムが試行されて充実す
る一方で，個に応じたキャリアガイダンスは不充分さ
が目立つことが指摘されている（尾高，2020）15）。国
立特別支援教育総合研究所（2011）3）はキャリア教育
における課題の一つとして，キャリアカウンセリング
の実施をあげており，個別指導における自他の理解を
深めることの重要性をあげている。つまり，一斉指導
や授業つくりの実践研究は盛んにみられるものの，授
業外を含めた一人ひとりに応じた個別の進路相談や
キャリアガイダンスなどの実践報告（知的障害の特性
や発達状況などに個別アプローチする事例検討）は少
ない。

５．キャリアガイダンス・プログラムの開発に向けて�

　これまで，自己理解や自尊感情のキャリア支援に関
して，特別支援教育における明確にアセスメント
（ツールの使用やプログラム化された形式）を行なっ
たものはみあたらない。
　そこで、知的障害と聴覚障害特別支援学校高等部
（各 1校）の生徒ら10名（知的障害のある生徒 6名，
聴覚障害のある生徒 4名）を対象に，新たに開発され
た自己理解に基づくキャリアガイダンス・プログラム
（李ら，2019）16）を 2セッションにわたり試行的に実
践した。実践者は，対象生徒らの担任教員で，個別面
談の形態で 2セッション実施した。
　第 1セッションは，アセスメントと本人の気づきを
促すセッションと位置づけ，「自己・他者への気づき」
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とし，自尊感情 17），重要な他者 18），ASIST学校適応ス
キルプロフィール 19），他者意識 17）への質問項目（表
1）について答えてもらった。これらは，障害者の自
己理解・他者理解・他者意識・障害特性に関連した支
援ニーズを測定・把握する尺度であり，多くの研究知
見から活用による成果が見出されている。回答後は，
自身の回答について確認し，それをもとに次回セッ
ションまでに深く考えてくることなどを予告した。
　第 2セッションでは，「本来感への認識・理解」と
し，自己受容と他者受容（表 2）について答えても

らった。表 2の項目 1～ 7が自己受容，項目 8～15
が他者受容に関する質問である。第１セッションと第
2セッションの間隔は 1週間～ 10日程であった。ま
た，本プログラムを実践した教員に対して，対象の生
徒ひとり一人について，同じ質問項目について担任教
員からみた評価（他者評価の位置づけ）として回答し
てもらった。同時に，対象生徒の回答と教員による評
価（回答）の両者について感想・意見を述べてもらっ
た。
　その結果，第１セッション（図 1）では，軽度知的
障害生徒（事例A～F）の場合，自尊感情と他者意識
の質問で「どちらかわからない」と選ぶ生徒が多かっ
た。聴覚障害者（事例H～K）は全ての質問項目につ
いて答えられた。自尊感情得点とASIST適応スキル得
点は，類似した傾向，または適応スキルの方が高い傾
向がみられた。第 2セッション（図 2）では，軽度知
的障害生徒はネガティブな側面への自己受容について
全ての生徒がほとんどの項目に関して曖昧な答え（ど
ちらかわからない）をしていることがわかった。この
結果については，知的障害生徒はこれまでの経験の中
でネガティブな自己に関して考える機会が不足してい
たことが推測される。一方，聴覚障害者の場合は一貫
して自己受容より他者受容の方が高かった。これは，
自分のことより他者のことの方を尊重していると考え
られる。
　本報告で示したキャリアガイダンス・プログラムの
試行に関する知見は，知的障害と聴覚障害のある生徒
に対して，事例的に実践したものから検証した。した
がって，プログラムにおけるガイダンスの内容や手続
き・方法，対象者の回答結果やセッションによる変
化，回答内容の吟味など，多くの点で信頼性や妥当性
について今後詳しく検証していく必要性があろう。そ
の一方で，特別支援教育の中で自己理解・他者意識・
障害認識などの視点に重点を置く新たなアセスメント
の必要性と有用性が見出されたものと考えられる。
キャリア教育への実際的な適用のためには，さらなる
検討が必要である。

1 現在の自分を受け入れている
2 人は人，自分は自分だと思える
3 ありのままの自分で良い

4
物事がうまくいったとき，自分自身を自然に認
める事ができる

5 自分の素敵なところを素直に良いと思える

6
物事がうまくいったとき，自分の努力を認める
事ができる

7 自分の長所を素直に認める事ができる
8 他の人の長所を素直に認める事ができる
9 他人の喜びに共感できる
10 その人らしさを認める事ができる
11 他の人の素敵なところを認める事ができる

12
良いところも悪いところも含めて他の人を受け
入れることができる

13 他の人のミスが許せない

14
他の人が自分と同じような考えでなければなら
ない

15 その人はその人でいいと思う

表２　第２セッションの質問項目（自己受容・他者受容）

自尊感情（9項目の内，3項目）
1 自分のことが好きだ
2 自分にはいいところがたくさんある
3 自分は大切な人間だ

ASIST学校適応スキル（15項目の内，5項目）

1
買い物や数学の問題などで、計算などは普通にで
きますか？

2
自分から進んで学習や仕事に取り組むことができ
ますか？

3 ボール運動は普通にできますか？
4 課題や活動を最後までやり遂げられますか？

5
1 つの活動が終わって次の活動へスムーズに移る
ことができますか？

他者意識尺度（11項目の内，3項目）
1 他者の行動や顔を気をつけてみるようにしている
2 人の考えをいつも読み取ろうとしている
3 人の言葉と動きをいつも気にしている

表１　第1セッションの質問項目の一部
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図２　第２セッションの質問項目の得点

図１　第１セッションの質問項目の得点
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Abstract

 Career education provided at special needs schools is overviewed and the necessity of career education, as well as 

development of its concrete programs, are discussed. Contents and forms of career guidance from the career development 

stage have been summarized by the career planning matrix based on the four ability domains, i.e. the ability to build human 

relationships, ability to utilize information, ability to design one’s future, and ability to make one’s decisions. However, how 

to deal with the diversity of individual student is not clearly suggested. On the other hand, the necessity to clearly indicate 

when and where the program to support students’ self-understanding has been suggested. Whereas career education provided 

at the whole school has been improved, such as development of curriculums and unique programs, individual career 

guidance has not been improved sufficiently. Therefore, newly developed career guidance based on self-understanding was 

conducted on a trial basis with students with intellectual developmental disorders or hearing impairments, enrolled in the 

high school course of special needs schools. The results indicated that it is effective as an assessment method to provide self-

understanding-focused career guidance in the early stage of career education programs for all the students. Further discussion 

is required for applying the guidance to practical use at schools from the perspectives of time, measures, and instructors.

Keywords: Special Needs School, Mild Intellectual developmental disorders, Self-esteem, Important others, Education of 

Career, Career Guidance Program
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要旨:　本稿は，特別支援学校におけるキャリア教育の実践とまとめ，キャリアガイダンスの必要性とその具
体的なプログラム開発について検討するものである。キャリアプラニング・マトリックスでは 4能力領域（「人
間関係形成能力」「情報活用能力」「将来設計能力」「意思決定能力」）に基づいたキャリア発達段階からの指導
内容と形態がまとまっている。しかし，生徒一人一人の多様性に対応する手立てが不明瞭である。一方，児童
生徒の自己理解の支援プログラムは，具体的に実践するための時間や指導の場（カリキュラムや授業など）を
明確に示す必要性が示された。また，就労に向けた学校全体で取り組むキャリア教育は，カリキュラム開発や
ユニークなプログラムが試行されて充実している。その一方で，個に応じたキャリアガイダンスには不充分さ
が目立つ。そこで，特別支援学校高等部生徒（知的障害，聴覚障害）を対象に，新たに開発された自己理解に
基づくキャリアガイダンスを試行的に実践した。その結果，自己理解キャリアガイダンスは，全体（一斉指
導）で実践されるキャリア教育プログラムの初期段階に実施すべきであるアセスメント機能としての有効性が
見出された。一方で，実際の学校実践への適用のためには，時間・方法・指導者などの点から，さらなる検討
が必要である。

キーワード: 特別支援学校，キャリア教育，自己理解，重要な他者，キャリアガイダンス，生徒指導
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